
中
世

か
ら
革
命
期
ま

で
の
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
バ
カ

ロ
レ
ア
試
験
制
度

の
特
質

宮

脇

陽

三

内

容

目

次

一
、
中
世
か
ら
近
世
ま
で
の
パ
リ
大
学
に
お
け
る
上
級
学
部
進
級
試
験
制
度

二
、
イ
エ
ス
会
教
団
寄
宿
学
校
に
お
け
る
中
等
教
育
修
了
認
定
試
験
制
度

三
、
革
命
期
に
お
け
る
申
等
教
育
修
了
認
定
試
験
制
度

一
、
申
世
か
ら
近
世
ま
で
の
パ
リ
大
学
に
お
け
る
上
級
学
部
進
級
試
験
制
度

・

今

日

の
大

学

入

学

資

格

試

験

制

度

の
社

会

的

性

格

を
理

解

す

る

一
つ
の
手

掛

か

り

と

し

て
、

バ

カ

ロ
レ

ア

の
語

源

を
検

討

す

る
必

要

が

あ

る
。

バ

カ

ロ

レ
ア

と

は

大

学

入
学

資

格

取

得

者

(一りa
c
h
e
lie
r
)

の
称

号

を
与

え

る
大

学

の
授

与

す

る
第

一

次

学

位

で
あ

る
。

、
こ

の

バ

カ

ロ

レ
ア

(b
a
c
c
�
la
u
r
e
a
t)

は
第

十

六
世

紀

に
申

世

ラ

テ

ン
語

バ

カ

ロ
レ

ァ

ツ

K

(b
a
c
c
a
la
u
r
e
a
tu
s
y

を

フ
ラ

ン

ス
語

風

に
勝

手

に
改

変

し

た
語

で

あ

る
。
、
バ

カ

ロ
レ

ア

ツ

ス

の
語

源

は
バ

ッ
カ

ロ
　

(b
a
c
c
a
la
u
r
i)
、

つ
ま

り

「
い

ち

ご

や

ぶ

ど

う

な

ど
漿

果

の
実

」

を
示

す
語

で

あ

る

が
、

今

日

の
大

学

入
学

資

格

取
得

者

を
示

す

バ

シ

ュ
リ

エ
の
語

源

で
あ

る

申

世

ラ

テ

ン

語

バ

カ

ラ

リ

ウ

ス

(b
a
e
c
a
la
r
iu
s
)
を

、

面

白

半

分

に

バ

ッ
カ

ロ
リ

に
改

変

し

て

バ

カ

ロ

レ
ア

ツ

ス

カ

ロ
レ
ア
試
験
制
度

の
特
質

と

な

り

、

さ

ら

に

フ
ラ

ン

ス
語

風

の
バ

カ

ロ

レ
ア

と

な

っ
た

の
で

あ

る
。

と

こ

ろ

で

バ

カ

ラ

リ

ウ

ス
は

元
来

は

大
学

入
学

資
格

取
得

者

ま

た

は

大
学

入
学

資

格

学

位

を
意

味

し

て

い
な

か

っ
た

の
で

あ

る
。

こ

の
バ

カ

ラ

リ

ウ

ス
は
中

世

ラ

テ

ン
語

バ

カ

ラ

リ

ス

(b
a
c
c
a
la
r
is
)

の
慣

用

語

で

あ

り
、

こ

の
バ

カ

ラ

リ

ス

の

語

源

は
不

明

で

あ

る

が

、

九

世
紀

以

降

は

バ

カ

ラ

リ

ア

(b
a
c
c
a
la
r
ia
)

、
つ
ま

り

折

半

小
作

農

法

に
よ

る

小

作

農

地

所

有

者

、

農

場

所

有

者

を

示

し

た
。

中

世
封

建
体

制

下

で
は

、
戦

場

に
お

い

て
自

ら

独

立

の
旗

を

立

て

る

こ
と

は

で

き

な

か

っ
た

が

、

他

人

の
旗

に
従

っ
て
随

行

で
き

る

「
若

い
騎

士

」

(3
,1
6
5)

も

バ

シ

ュ
リ

エ
と

呼

ば

れ

る

よ

う

に
な

り

、

そ

れ

は
騎

士

と
楯

持

ち

の
中

間

に
あ

る

騎

士

候

補

者

の
身

分

で
あ

っ
た

。

こ

の
騎

士

候

補

者

は

軍

役

に
召

集

さ

れ

る
義

務

を
持

っ
て

い
る

が

、

自

己

の
従

者

を

持

っ
て

い
な

い
若

い
貴

族

で
あ

っ
た
。
'
し

か

し

デ

ュ
ル

ケ

ム
が

指

摘

し

て

い

る

よ
う

に
、

バ

シ

ュ
リ

エ
の
語

が

バ

・
シ

ュ
バ
リ

エ
,
(b
a
s
c
h
e
v
a
lie
r
)
、

つ
ま

り

「
下

級

騎

士
」

か
ら

派

生

し

た

と

い
う
説

明

は

誤

ま

り

な

の

で
あ

る
。

中

世

都

市

の
同

業

組

合

の
職

場

で

は
、

バ

シ

ュ
リ

エ

の
語

は
徒

弟

と

か
同

業

組

合

へ
の
未

登

録

者

、

ま

た
同

業

組

合

へ
親

方

(師
匠
)

と

し

て

入
会

宣

誓

を

し

て

い
な

い
者

に

も
使

用

さ

れ

て

い
た
。

教

会

の
職

階

制

で
は

、

バ

シ

ュ
リ

エ
の
語

は

「
見

習

僧

」

(1
0
,2
2
2
)
、
つ
ま
ー0

」



人
麗
文
四
學

論
,
集

教
団

の
一
員
で
は
あ
%̀
棚
、
修
道
誓
願
吃
立
て
て
お
略
ず
、
h児
漕
期
に
あ
も
者
を

示
レ
て
い
た
。

い

,

,,
p

甲

,

'
、
"

気

さ
ら
に
第
十
七
世
紀
頃
ま
で
に
は
、
バ
シ
ュ
リ

エ
の
語
は
社
会
的
に
は
ま
だ
半

人
前
程
度
の
人
、

つ
ま
り

「
若
い
人
」
㌻、

「
年
少
者
」
、

「
独
身
者
」
、

「
家
族

や
家
屋
を
所
有
し
て
い
な
い
人
」
、

「
社
会
的
釶
位
を
持

り
て
い
な
い
人
」
な
ど

に
も
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
刃
、

一
と
こ
ろ
で
、
騎
士
社
会
や
都
市

の
同
業
者
団
体
な
ど
で
永

い
間
に
わ
た
っ
て
使

用
さ
れ
て
き
た
バ
シ
ュ
リ
エ
の
語
が
、

い
つ
頃
か
ち
教
師
と
学
生
と
い
う
二
つ
の

身
分

の
申
憫
的
地
位
堂
古
め
ち
討
論
裁
定
者
、

つ
ま
り
大
学
入
攻
学
部
課
程
修
了

者
」
ま
た
上
級

の
神
学
部
、
法
学
部
、
医
学
部

へ
の
進
級
資
格
者
を
示
す
よ
3
に

な

っ
た
の
か
は
、
よ
く
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。

バ
ジ

ュ
リ

エ
称
号
は
、
最
初
は
た
ん
に
教
授
免
許
試
験
の
形
式
的
な
受
験
資
格

で
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

「
元
来
は
そ
れ
自
体
学
位
で
は
な
か
っ
た
」

(11,322)

の
で
あ
る
。

中
世
末
期

の
第
十
五
世
紀
以
後
に
な

っ
て
、
ほ
ぼ
明
確

に
区
分
さ
れ
た
教
育
過
程
の
第

一
段
階
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
大
学
の
第

一
次
学

位
と
し
て
定
着
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
バ
シ
ュ
リ

エ
の
称
号
は
、
中
世
に
お
け
る
同
業
組
合
制
度
の

産
物
で
あ
り
、
同
業
組
合
制
度
や
騎
士
制
度
と
同
じ
く
、
大
学
で
も
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
、

「
は
っ
き
り
と
異

な
る
二
つ
の
身
分
の
中
間
的
地
位
」
(9
bO刈)

を
い
つ
も
思
い
浮
ぼ
せ
る
も
の
ヒ
な

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
バ
カ

ロ
レ
ア
試

験
合
格
者
と
は
特
定
の
職
業
社
会
全
般
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
ま
だ

一
入
前
の
職

業
社
会
人
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
準
職
業
社
会
人
を
意
味
し
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い
。

二

具
体
的
に
い
え
ぼ
、
e
人
文
学
部
教
師
は
専
ら
教
授
し
、
口
討
論
裁
定
修
了
証

書
取
得
者
は
人
文
学
部
で
教
授
し
な
が
ら
、
上
級

の
神

・
法

・
区
学
部
で
学
習
し

㊨
学
生
は
専
ら
学
習
す
る
身
分

に
区
分
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

中
世
パ
リ
大
学
で
は
上
級
三
学
部

の
神
学
部
、
法
学
部
、
医
学
部

へ
の
進
級
資

酪
、

つ
ま
り
そ
伽
ら
の
学
部

の
下
級
学
部
で
あ
る
人
文
学
部
の
課
程
修
了
認
定
試

鹸
は
初
め
は

「尉
論
裁
定
」
(de
te
rm
in
atio
)
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
討
論
裁
定
修

了
磊
書
濾
通
常
十
四
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
孝
生
を
対
象
に
、
出
身
民
族
別
学
生

団
体

で
あ
る
国
民
団
に
よ

っ
て
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
討
論
裁
定
試
験
で

は
、
学
生
は
公
開

の
席

に
お
い
て
、
所
定

の
主
題
に
つ
い
て

一
わ
の
論
旨
を
討
論

形
武
に
ま

"
て
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
ゐ
か

っ
た
の
で
あ
る
。
第
十
四
世
紀
床
頃

に
は
、
こ
の
よ
ら
な
討
論
裁
定
試
験
は
バ
カ

・
レ
ア
と
呼
ば
れ
る
ま
う
に
な

っ
光

の
で
あ
る
。

第

二
段
階
の
教
授
免
許
は
、

=

=

五
年
の
規
則
で
は

「
人
文
学
部
の
授
業
を

六
力
年
間
聴
講
し
、
ニ
カ
年
間
講
読

(教
授
)
す

る
こ
と
を
約
束
し
、
す
く
な
く
と

も
二
十

一
歳

に
達
し
た
学
生
」
(福
①)
に
対
し
て
、
文
教
担
当
僧

に
よ

っ
て
授
与

さ
れ
た
。
し
か
し
、
学
生
鳳
人
文
学
部
教
師
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
試
験
委
員
会

の
試
験
に
出
席
し
、討
論

に
も
参
加
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
段
階

の
人
文
学
部
教
師

の
地
位
は
、
教
授
免
許
を
授
与
さ
れ
る
と
、
ほ
ど

な
く
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
資
格

の
要
件
は
、

「
年
齢
が

す
く
な
く
と
も
二
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
と
、
人
文
学
部
授
業
を
七
力
年
間
聴
講

し
て
い
る
こ
と
」
(5,15)
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
位
は
、
後

に
は
博
士
号
と
も
呼
ば

れ

る
よ
う
に
な
り
、
学
頭

に
よ

っ
て
授
与
さ
れ
た
が
、
%
だ
そ
れ
は
試
験
の
合
否

に
も
と
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
大
学
団
体
が
就
任
式
に
よ

っ
て
新
人



に
対
し
て
人
文
学
部

の
煢
劉
で
の
教
授
資
格
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
新
任
教
師
は
、
さ
ら
に
上
級
神

・
法

・
医
学
部
で
σ
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
を

試
み
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
た
。
上
級
三
学
部
に
お
い
て
も
、
や
は
り
三
種

の
学

位
・
e
当
該
学
部
の
灘

餐

与
す
る
バ
召

レ
ア
、
⇔
文
教
担
当
禦

授
与
す

る
讐

飾
許
・
羅

3
窃
の
授
与
に
よ
っ
て
、
学
生
の
学
業
を
認
定
し
た
の
で
あ

る
。パ

屮
大
学
の
下
級
学
部
で
あ
り
、
現
在
の
中
等
教
育
の
担
当
部
門
で
あ
る
人
文

学
部
の
教
育
課
程
は
、
七
教
養
科
、
e
三
科
、
す
な
わ
ち
言
語
と
論
理
に
関
す
る

科
目

(文
法
、
修
辞
学
、
弁
証
法
)
、
⇔
四
学
、
す
な
わ
ち
数
に
関
す
る
科
目

(算
数

幾
何
・
天
文
・
音
楽
)
か
ら
発
展
し
た
正
講
義

(文
法
、
論
理
学
)
と
特
殊
講
義

(形

而
上
学
・
倫
理
学
、
数
学
、
博
物
学
、
天
文
学
)
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
前
者
は

中
等
程
度

の
教
育
課
程
で
あ

っ
た
が
、
後
者
は
高
等
程
度

の
教
育
課

程

で

あ

「っ

て
、
裂
サ視
飾
許
志
願
者
を
対
象
に
夕
方
や
祭
日
に
開
講
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二

授
業
は
書
物
中
心
の
性
格
を
保
持

し
て
い
た
。
科
学
系
統
の
科
目
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
自
然
の
現
象
や
事
象
そ
の
も
の
を
取
扱
う
の
で
は
な
く
て
、
定
評
あ
る

著
作
家
の
自
然
に
関
す
る
記
述
を
よ
く
知
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
。

教
会
公
認
の
著
書
の
講
読
と
注
釈

に
は
、
三
種
類
の
教
育
技
術
が

駆

使

さ

れ

た
。土

ク
ス
ポ
ジ
チ
オ

(義
解
)

は
、
教
師
が
そ
の
教
科
書
を
内
容
や
文
学
的
価
値

よ
り
も
論
理
的
な
形
式
、

つ
ま
り
著
者

の
推
論

の
厳
密
性
と
い
う
角
度
か
ら
分
析

す
べ
き
技
法
で
あ

っ
た
。

ク
ァ
エ
ス
チ
オ
ネ
ス

(ま
と
め
)
は
、
分
析
レ
た
も
の
を
短
く
要
約
し
、
く,喉
文

に

ま
と
め
る
技
術
で
あ
る
。
教
師
ば
ひ

と
つ
の
命
題
に
対
し
て
次
々
と
賛
否
両
論
を

-か
ロ
レ
ア
試
験
制
度
の
特
質

列

挙

し
、
、
そ

の
後

で
自

己

の

主
張

を
正

当

化

も

た
。

噛
,

ジ

デ

ィ

ス
プ

タ

チ

オ

、
(討
論
演
習
)

は
、

場

合

に
応

U

て
、

教

師

や
学

生
同

志

、
^

あ

る

い

は
教

師

セ
学

生

の
問

で
戦

わ
さ

れ

た
活

発

な

討

論

の
訓

練

で
あ

る
。

一人

文

学

部

で

は
、
丶
学

生

の
知

識

へ
の
競

争

心

を
刺

戟

す

る

た

め

に
、

毎

年

所

定

の
時

期

に

討

論

演

習

が
行

わ
れ

た
。

討

論

演

習

の
目

的

は
講

義

に

よ

っ
て
得

ら

れ

た
知

識

材

料

の
運

用

を

練

習

す

る

こ

と

に
あ

る
。

こ

の

よ
う

な

目

的

は
論

争

的

な

問

題

.
(q
u
es
tio
n
e
s
)
」の
解

決

に

よ

っ
て
達

成

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

討

論

演

習

の
場

合

に

は
、

通

常

A

]
人

の
教

師

が

司

会

者

(p
r
a
e
s
e
s
)

と

し

て

論

題

を
定

立

(th
e
s
is)

す

る
。

参

加

者

の
う

ち

の

一
団

は
反

駁

者

と

し

て
、

順

次

に

三
段

論

法

的

に
形

成

さ

れ

た
論

証

(a
r
g
u
e
r
e
)

、を

も

っ
て
、

司

会

者

の
定

立

を
反

駁

す

る
。

他

の

一
団

は
、

司

会

者

の
側

に

立

っ
て
司

会

者

の
定

立

を
擁

護

し

、

最
後

の
議

論

の
解

決

(
r
e
s
p
o
n
d
e
r
e
)
を
得

ん

と
す

る
も

の

で
あ

る
。

討

論

に

よ

る
試

験

は

、
学

生

の
学

習

成
果

を

評

価

し

、
司

教

庁

文

教

担

当
僧

に

対

す

る

推

薦

の
可
否

を

決

定

し

だ
。

こ

の
試

験

は

、
実

際

に
は

討
論

を
要

約

し

て

裁

定

す

る

形

式

で
行

わ

れ

た

こ
と

か
ら

、

人

文

学

部

で
は

デ

テ

ル

ミ

ナ

チ

オ

(討

論
裁
定
)

と
呼

ば

れ

た

の
で

お

る
。

デ

テ

ル

ミ
ナ

チ
オ

の
完

全

な

語

法

は

、

「
論

争

問

題

を

裁
定

す

る

」

(傷
暮
。
円

m
iri
a
r
e
.q
u
e
st
io
n
e
m
)

(Q。
・①
)

こ

と

で
あ

る
。

ラ

シ

ュ
ド

ー

ル

に

よ
れ

ば

、

デ

テ

ル

ミ

ナ

チ

オ

ど

ば

「
少

年

ま

た

は

青
年

の
応

答

反

駁
J

(1
2
,4
5
0
)

を
意

味

し

て

お

り
、

い
わ

ば
教

師

組

合

へ

の
加

入

の
時

や
、

そ

の
他

の
時

の
討

論

の

一
種

の
模

倣

で

あ

り
、

討

論

の
司

会

者

が
討

論

を
要

約

し

た

り
、

結

論

づ

け

た

り

し

た
結

び

の
行

事

か

ら

、

「
討
論

裁

定

」

の
語

で
呼

ば

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

デ

テ

ル
」ミ

ナ

チ

オ

の
場

合

の
司

会

者

は
、

修

学

の
次

の
段

階

へ
進

級

す

る

バ

シ

三



人

文
、
學

論

集

ユ
リ

エ
で
あ

っ
て
、
反
駁
者
は
通
常

は
司
会
者
の
バ
シ
ュ
リ
エ
よ
り
い
く
ぶ
ん
低

い
段
階

の
学
生
で
あ

っ
.た
。
な
お
デ

テ
ル
ミ
ナ
チ
オ
の
語
は
、
法
王
ウ
ル
バ
ヌ
ス

五
世

の
教
書
で
は
人
文
学
部
以
外

の
学
部

で
で
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
神
学
部
で

は
デ

テ
ル
ミ
'},
　

(de
te
rm
in
are
)
の
語
も
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

討
論
裁
定

の
形
式
に
よ
る
試
験
は
、
最
初
は
随
意
試
験

で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、

お
そ
ら
く
教
師
よ
り
も
学
生
に
よ

っ
て
自
発
的
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
.討
論
裁
定
試
験
は
、
第
十
三
世
紀
申
頃

に
は
教
授
免
許
志
望
の
す

べ
て
の
人
文
学
部
学
生
に
対
す
る
慣
行
上
の
試
験
と
な
り
、
後
に
は
強
制
的
試
験

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

=

一七
五
年

に
は
旧
来

の
討
論
裁
定
試
験
に
関
す
る
規
則

が
改
定
さ
れ
た
。

一
二
七
九
年
に
は
、
人
文
学
部

の
学
生
で
あ
っ
て
、
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
司
教
庁
文

教
担
当
僧
に
対
す
る
教
授
免
許
推
薦
希
望
者
は
、
す

べ
て
あ
ら
か
U
め
討
論
裁
定

修
了
証
書
を
取
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

討
論
裁
定
修
了
証
書
発
行
許
可
条
件
は
、
e
年
齢
満
十
四
歳
以
上
十
六
歳
ま
で

の
学
生
で
あ
る
こ
と
、
⇔
パ
リ
大
学

ま
た
は
授
業
担
当
教
師
六
人
以
上
の
他
大
学

に
お
け
る
論
理
学
級
ニ
カ
年
履
修
者
、
ま
た
は
論
理
学
級
第
三
学
年
在
学
者
で
あ

る
こ
ど
で
あ

っ
た
。

ま
た
討
論
裁
定
試
験

の
受
験
資
格

は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
e
ポ
ル
フ
ユ
リ

オ
ス
の

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
範
畴
論
序
説
」
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
弁
証
法
」
、

「誤
謬
推
理
・論

(ソ
フ
ィ
ス
ト
的
詭
弁
に
つ
い
て
)
」
な
ど
の
論
}理
学
関
係

の
著
圭
日
に

関
す
る
講
義
の
聴
講
者
で
あ
る
こ
と
、
口
通
常
は
四
旬
斎
の
前
十
二
月
頃
に
行
わ

れ
る
レ
ス
ポ

,　
シ
オ

(res
po
n
sio)
試
験
に
お
い
て
、
文
法
と
論
理
学
に
関
す
る

一
人
の
教
師
と
の
討
論
に
一一
力
年
間
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
日
受
験

者

自

身

が

四

学
寮
で
の
討
論
に
ニ
カ
年
間
参
加
し
た
経
験
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、

場
合
に
よ

っ
て
は
、
各
国
民
団
は
こ
れ
ら
の
条
件
を
免
除
す
る
こ
と
も
で
き
た
の

で
あ
る
。

.当
代
に
お
け
る
パ
リ
大
学
人
文
学
部
で
は
、
教
師
と
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
国
籍
を

異
に
し
て
い
た
の
で
、
民
族
的
お
よ
び
言
語
的
な
類
縁
関
係
に
よ
っ
て
国
民
別
の

集
団
を
作

っ
て
い
た
。
こ
れ
が
国
民
団
と
呼
ぼ
れ
、

そ
れ
に
は

フ
ラ
ン
ス
国

民

団

(ラ
テ
ン
系
諸
国
)
、
ピ
カ
ル
デ

ィ
国
民
団

(ピ
カ
ル
人
、
ワ
ロ
ン
人
)
、
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
国
民
団

(ノ
ル
マ
ン
人
と
ブ

ル
ト
ン
人
)
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
国
民
団

(イ
ギ

リ
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
)
が
あ

っ
た
。
牢
ギ
リ
ス
国
民
団
に
は
ゲ
ル

マ
ン
諸
国
が
属

し
て
い
た
が
、

=
二
四
六
年
以
後
は
ド
イ
ツ
国
民
団
と
改
称
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

一
二
四
五
年
に
は
、
人
文
学
部

の
四
国
民
団
は
学
頭

(rec
te
u
r)
を
選
出
し
、

学
頭
は
漸
次
に

「大
学
団
体

の
首
長
」

(含
o)
に
な
っ
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

討
論
裁
定
試
験
は
、

一
二
七
五
年
に
は
第
十
四
世
紀
末
頃
ま
で
存
続
し
た
形
態

を
整
備
す
る
に
至

っ
た
。

一
二
七
五
年
に
は
、
討
論
裁
定
試
験
に
お
け
る
司
会
者

と
し
て
の
参
加
希
望
者
に
対
し
て
、
適
格
か
否
か
を
確
認
し
、
ま
た
国
民
団
に
忠

誠
を
宣
誓
し
な
い
受
験
者
を
閉
め
出
す
た
め
に
、
特
別
の
資
格
審
査
を
事
前
に
実

施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
前
審
査
の
た
め
に
、
毎
年
ク
リ
ス
マ

ス
前
に
、
学
生
は

一
人
の
教
師
と
道
徳
の
主
題
に
つ
い
て
討
論
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

討
論
裁
定
試
験
は
、
四
旬
斎
第

一
日
曜
日
の
次
の
火
曜
日
か
水
曜
日
の
前
に
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
試
験
に
は
、
上
級
神
㌔
法

・
医
学
部
の
教
師
、
副
司
教
、
申
央

寺
院
長
な
ど
も
列
席
し
た
。
パ
リ
大
学
で
は
、
受
験
者
は
四
旬
斎
終
了
ま
で
は
、



毎
日
、
麦
わ
ら
通
り
の
国
民
団
の
学
寮
で
討
論
裁
定
試
験
が
行
わ
れ
た
。

因
み
に
、
麦
わ
ら
通
り
の
名
称
は
、
そ
こ
の
厩
舎
で
教
師

の
講
義
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
学
生
は
地
面
に
麦
わ
ら
や
干
し
草
を
敷
い
て
、
坐

っ
て
聴
講
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
語
源
的
に
は

「
ま
ぐ
さ
通
り
」
(虧"αQ。)

と
い
う
の
が
正
し
い
の

で
あ
る
。

第
十
五
世
紀
に
な
る
と
、
討
論
裁
定
試
験
の
試
験
科
目
ど
試
験
方
法
は
、

一
部

変
更
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
ナ

ッ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ボ
エ
チ
ウ
ス
の

著
書
ほ
必
読
書
で
あ

っ
た
。

一
三
六
六
年
と

一
四
五
二
年
の
改
革
に
よ
っ
て
、「
ギ

穿
シ
ナ
語
文
法
」
、

「
教
戒
」
、

「
作
詩
法
」
な
ど
が
加
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
論
理
学
は
つ
ね
に
討
論

裁
定
試
験
に
お
い
て
基
礎
科
目
と
し
て
の
地

位
を
占
あ
て
い
た
。
中
世
教
育

の
本
質
的
目
的
は
討
論
で
き
る
人
問
の
陶
冶
に
あ

っ
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
文
学
部
教
師
は
学
生
を
、
な
に
よ
り
も
ま
ず

「
弁
証
家
」

(d
ialectic
ien
)
.(2,109)

に
養
成

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
当

代
に
お
け
る
論
理
学
、
と
り
わ
け
弁
証
法
の
適
用
さ
れ
た
問
題
は
、
人
々
の
心
に

最
も
関
係
す
る
と
こ
ろ
の
問
題
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、

「
神
は
全
能
な
る
か
否

か
」

の
よ
う
な
信
仰
に
関
す
る
切
実
な
諸
問

題
、
ま
た

「
わ
れ
わ
れ
は
時
に
心
な
ら
ず
も
罪
を
犯
す
か
否
か
」
な
ど
、
人
間
の

思
惟
に
た
え
ず
課
せ
ら
れ
る
重
大
な
諸
問
題
で
あ

っ
た
。
実
際
、
当
代
に
お
い
て

は
宗
教

の
基
礎
と
な
る

一
つ
の
哲
学
が
弁
証
法
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
う
る
ど
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

討
論
裁
定
試
験
は
、

一
次
試
験
と

二
次
試
験

に
分
れ
て
い
た
が
、

一
次
試
験
で

あ
る
ク
ゥ
ス
マ
ス
前

の
討
論
裁
定
試
験
が
、
受
験
者
に
と
っ
て
は
重

要

で

あ

っ

た
。
受
験
者

の
学
生
は
、
教
師

の
司
会

の
も
と
に
国
民
団

の
学
寮
で
討
論
を
行

っ

カ
ロ
レ
ア
験
試
制
度
の
特
質

た
。
討
論
は
聖

マ
ル
チ
ヌ
ス
日

(十

一
月
十
一
日
)
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス

(十
二
月
二

+
五
日
)
ま
で
学
寮
や
寄
宿
舎
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
第

一
次
試
験
の
終
了
後
に
、
受
験
者
は
国
民
団
が
指
定
し
た
試
験
官

の
前

へ
出
頭
し
た
。
試
験
官

の
選
出
方
法
は
、
各
国
民
団
ご
と
に
異
な

っ
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
国
民
団
で
は
毎
年
十
ご
月
末
頃
に
、
各
司
教

区

ご

と

に

学
頭
選
出
委
員
が
指
名
さ
れ
た
。

学
頭
選
出
委
員
は
二
群
に
分
け
ら
れ
た
が
、
各
群
と
も
二
人
の
試
験
官
、
す
な

わ
ち
授
業
担
当
教
師

一
人
と
授
業
非
担
当
教
師

一
人
を
指
名
し
た
。
指
名
さ
れ
た

試
験
官
は
伯
分
自
身
が
直
接
に
指
導
し
た
門
弟
を
受
験
者
と
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
た
。

試
験
科
目
は
文
法
、
論
理
学
お
よ
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ポ
ル
フ
ユ
リ
オ
ス
の

公
認
著
書
で
あ
る
。
各
試
験
官
は
、
公
認
著
書
に
つ
い
て
の
試
問

一
題
を
受
験
者

に
必
ず
課
す
ご
と
に
な
っ
て
い
た
。

試
験
終
了
後
に
、
国
民
団
長
は
試
験
官
の
投
票
に
よ
っ
て
試
験
合
格
者
氏
名
を

決
定
し
、
合
格
者
名
簿
に
署
名
し
探
印
し
た
。

つ
い
で
、
大
学
権
標
捧
持
者
は
公

開
の
席
上
で
合
格
者
名
簿
を
読
み
上
げ
た
。
合
検
者
は
国
民
団
長
に
対
し
て
忠
誠

宣
誓
を
行

っ
た
。
こ
の
宣
誓
式
が
終

る
と
初
め
て
、
試
験
含
格
者
は
バ
シ
ュ
リ
エ

と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
に
な
っ
て
学
生
数
が
増
加
し
、
学
生
の
修
学
規
律
も
ゆ
る
ん
で
く

る
に
っ
れ
て
、
二
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
義
務
的
試
験

の
終
了
後
は
、
四
旬
斎
期
間

中

の
討
論
裁
定
試
験
は
重
要
で
は
な
い
よ
う
に
な

、0
、
r中
止
さ
れ
る
に
至

っ
た
の

で
あ
る
。

各
国
民
団
は
、
試
験
方
法
に
お
い
て
自
国
風
の
固
有
な
特
徴
を
保
持

し

て

い

五



入

文
,
學

論

集

た
。
大
学
の
各
彰
離
碍
討
論
裁
定
試
験
に
対
す
る
干
渉
権
を
、
ま

っ
た
く
持

っ
て

い
な
か
っ
だ
。
バ
シ

ュ
リ
エ
は
大
学
国
民
団
全
体
の
代
表
管
理
者
で
あ
る
学
頭
に

対
し
て
、
忠
誠
宣
誓
を
行
わ
な
い
よ
う
に
な
り
た
の
で
あ
る
。

大
学
が
各
地
に
増
設
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
討
論
裁
定
試
験
は
、
ま
す
ま
す
容
易

に
な
っ
た
。
時
に
は
、
学
生
は
、
討
論
裁
定
修
了
証
書
ま
た
は
バ
シ

ュ
リ
エ
称
号

を
金
で
買
う
た
め
に
、
地
方
大
学

へ
行
き
、
す
ぐ
に
パ
リ
大
学

へ
帰

っ
て
来
て
《

孰
掛
軆
許
試
験
に
合
格
す
る
蓄

う
よ
う
な
こ
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
あ
る
。

・
こ
の
よ
う
な
大
学

の
堕
落
を
防
止
す
る
た
あ
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
団
は
、

一
四

四
四
年
に
バ
カ

ロ
レ
ア
試
験
合
格
後

一
力
年
間
経
過
し
な
け
れ
ば
、
何
人
で
あ

っ

て
も
教
授
免
許
試
験
を
受
験
で
き
な

い
と
規
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
で

あ

る
。か

く
し
て
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
は
、

一
五
九
八
年
の
規
則
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前

よ
り
も

い
く
ぶ
ん
か
は
厳
格
な
形
態

の
も
ど
に
ふ
た
た
び
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
人
文
学
部
が
独
占

し
て
い
た
論
理
学
授
業
は
、
完
全
課
程
学
寮

の
教
育
課
程

の
一
部

へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
代
に
お
け
る
パ
リ
大
学

の
学
寮
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
種
類

の
学
寮
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
e
完
全
課
程
学
寮
憾
文
学
士
逢
養
成
す
る
た
め

の
完
全
な
教
育
課
程
を
用
意
し
て
い
る
学
寮

で
あ
る
。
口
そ
の
他

の
学
寮
は
、
給

費
生
を
収
容
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
ど
し
て
い
る
学
寮
で
あ

っ
て
、
学
舎
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
寄
宿
舎
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
寄
宿

舎
的
学
寮
は
、
単
独
で
は
文
学
士
を
養
成
す
る
た
あ
に
は
、
不
完
全
な
教
育
課
程

し
か
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
学
生
は
寄
宿
舎
で
行
わ
れ
る
固

六

有

の
授
業
の
ほ
か
に
、
他

の
完
全
課
程
学
寮
で
行
わ
れ
る
授
業
に
も
出
席
七
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

勤
劉
に
お
け
る
上
級
学
年
で
あ
る
論
理
学
級

へ
進
級
す
る
た
め
に
は
、
学
生
は

文
法

・
文
学
教
育
履
修
証
明
書
を
提
出
し
て
、
上
級
学
級
教
育
課
程
の
履
修
能
力

を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
濾
文
芸
復
興
運
動
の
賜
物

で
あ
り
、
中
世
的
な
ス
コ
ラ
主
義
教
育
を
近
世
的
な
人
文
主
義
教
育

へ
代
え
る
た

め
に
闘
争
し
た
ラ
ム
ス
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
た
。

一
五
九
八
年
の
規
則
は
、
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
の
厳
格
性
と
公
平
性
を
保
証
す
る

た
め
に
必
要
な
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
e
試
験
官
は
、
試
験
業

務
の
忠
実
な
遂
行
を
宣
誓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
口
受
験
者
は
身
分
証
明
書
と
人

物
証
明
喜
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
試
験
時
間
は
三
時
瞰
以

上

と
な

っ

た
。
㈲
試
験
官
と
し
て
は
、
受
験
者
が
所
属
-)
て
い
る
国
民
団
よ
り
四
人
ま
た
は

五
人
の
修
辞
学
担
当
徽
師
が
遷

説

た
。
も
し
当
該
国
民
団
に
お
い
て
修
辞
学

担
当
教
師
が
欠
員

で
あ
る
場
合

に
は
、
他

の
国
民
団
か
ら
補
充
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
た
。

バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
の
合
格
決
定
に
は
、
す
く
な
く
と
も
三
人
以
上
の

試
験
官

の
同
意
が
必
要

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
㈲
受
験
費
は
、
固
定
費
と
交
際
費

に
分
れ
て
い
た
。
固
定
費
は
国
民
団
予
算
収
入
部
と
大
学
権
標
捧
持
者
の
人
件
費

に
充
当
さ
れ
た
。
徴
収
金
額
は
受
験
者
の
推
定
収
入
金
額
に
応
じ
て
定

め

ら

れ

た
。
受
験
者
の
部
屋
代
、
召
使

い
給
料
を
控
除
し
た
生
活
費
が
、
徴
収
金
額

の
算

定
単
位
ど
な
っ
て
い
た
。
受
験
者
は
、
生
活
費

の
金
額
を
宣
誓
し
て
届
け
出
た
。
'

虱
郎
風
長
は
受
験
者

の
届
出
金
額

の
増
減
調
整
権
を
持

っ
て
い
て
、

国
民
団
、

彰
礁

.九
議

爾
の
要
求
に
応
じ
て
徴
収
金
額
を
定
め
箜

」
と
に
な
っ
て
い
た
。

国
民
団
、
学
部
、
・大
学
団
体
は
訴
訟
、
使
節
、
講
義
室
建
設
な
ど
臨
時
支
出
の



必
要
な
場
合
に
は
、
受
験
者
に
追
加
支
払
い
を
命
ず
る
こ
と
も
で
き
た
。

大
学
権
標
捧
持
者
に
対
す
る
支
払

い
金
額
は
、
時
代
ま
た
は
国
民
団
ご
と
に
異

な

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

一
四
二
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
国
民
団
は
、
バ
カ

ロ
レ
ア

受
験
者
の
給
費
の
中
か
ら
、
学
寮
運
営
費
と
し
て
四
ス
ー
、
ま
た
試
験
費
と
し
て

ニ
ス
ー
を
天
引
き
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
国
民
団
は
、
受
験
者

一
人
ご
と
に
四
ス

ー
を
天
引
き
し
て
い
る
。

-

司
教
庁
文
教
担
当
僧
、
試
験
官
、
用
務
員
は
試
験
場

と
な
る
教
室
の
床
面

に
、

受
験
者
の
椅
子
代
り
に
敷

か
れ
る
干

し
草

と
麦
わ
ら
の
代
金

一
プ
ラ
ン
ま
だ
は
ニ

ド
ウ

ニ
エ
の
ほ
か
に
は
、
な
ん
ら
の
謝
礼
も
受
取
ら
な
か
っ
た
。

蒋

来
に
お
い
て
大
学

の
各
学
部
教
師
と
か
、
医
師
あ
る
い
は
牧
師
な
ど
の
専
門

職
業
に
就
職
志
望
の
学
生
は
、
バ
カ

ロ
レ
ア
学
位
を
請
求
し
た
。
当
代

に
お
け
る

法
学
部
は
国
家
に
対
し
て
有
能
な
官
吏
を
供
給
し
て
、
名
声
を
得

て
い
た
け
れ
ど

も
、
ま
だ
世
俗
性
と
聖
職
性
を
両
方

と
も
同
じ
程
度
に
保
有
し
て
い
た
の
で
、
学

生
に
対
し
て
文
学
バ
カ
ロ
レ
ア
を
要
求
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か

っ
た

の

で

あ

る
。

つ
ま
り
、
法
学
部
に
お
け
る
履
修
登
録

の
た
め
に
は
、
学
生
は
哲
学
、
,ギ
リ

シ
ァ
語
、
ラ
テ
ン
語
履
修
証
明
書
を
提
出
す
る
だ
け
で
よ
か

っ
た
の
で
あ
る
。

医
学
部
で
の
履
修
登
録

の
場
合
で
も
、
学
生
は
文
学
バ
カ
ロ
レ
ア
学
位
を
取
得

し
て
い
な
く
て
も
、
洗
礼
証
明
書
と
哲
学
ニ
カ
年
精
勤
履
修
証
明
書
を
提
出
す
る

だ
け
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
事
実
上
も
理
論
上
も
、
デ
テ
ル
ミ
ナ
チ
オ
ま
た
は
バ
カ
ロ
レ
ア

学
位
よ
り
も
、
哲
学
履
修
証
明
書
が
、
第
十
七
世
紀
以
後

の
約
二
百
年
閻
に
わ
た

っ
て
、
上
級
三
学
部

へ
の
進
級
資
格

で
あ
り
、
事
実
上

の
中
等
教
育
修
了
認
定
証

明
書
と
し
て
の
効
力
を
も

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

カ
ロ
レ
.ア
試
験
制
度
の
特
質

二
.、
イ

ェ
ス
会
教
団
寄
宿
学
校
に
お
け
る
申
等
教
育
修
了
認
定
試
験
制
度

第
十
六
世
紀
以
後
か
ら

フ
ラ
ン
ス
革
命
直
前
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
は
、

強
力
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
団
イ
エ
ス
会
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス

会
は

「す

べ
て
は
神

の
偉
大
な
る
栄
光

の
た
め
に
」
を
標
語
と
し
て
成
立
し
、
会

の
三
本
柱
は
説
教
と
懺
悔
と
青
年
教
育
で
あ

っ
光
。

イ
エ
ヌ
会
は
諸
侯
、都
市
お
よ
び
富
豪
に
よ

っ
て
経
済
約

に
援
助
さ
れ
た
が
、
そ

の
内
部

の
教
育
ほ
イ
エ
ス
会
総
会
長
を
中
心
に
階
級
的
に
統
制
さ
れ
隅
な
濁
、φ
の

手
渉
も
許
さ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
会
教
団
員
は
寄
宿
学
校
開
設

の
認
可
を
受
け
る

や

い
な
や
、
た
ち
ま
ち
既
成
の
大
学
か
ら
教
師
と
学
生
を
奪

い
取
り
た
の
で
あ
る
。

イ
エ
ス
会
教
団
学
則
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
イ
エ
ス
会
寄
宿
学
校
で
は
、
宗
教

教
育
の
ほ
か
に
古
典
文
学

(ギ
リ
シ
ァ
語
、
ラ
テ
ン
語
文
法
、
古
典
、
修
辞
学
)
、
と
り

わ
け
仏
文
ラ
テ
ン
訳
、
ラ
テ
ン
語
解
釈
、
ラ
テ
ン
詩
な
ど
ラ
テ
ン
語
優
位
の

「修

辞
学
」

(9,319)
が
教
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

イ
エ
ス
会
教
団
寄
宿
学
校
の
教
育
課
程
は
、
第
1
表
.
(23,24
～
も。α)

に
示
す
通

り
で
あ
る
。
論
理
学

(弁
証
法
)

に
代

っ
て
ギ
リ
シ
ァ
語

・
ラ
テ
ン
語
文
法
が
教

科

の
王
座
を
占
め
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ァ
語

・
ラ
テ
ン
語
古
典
は
、
学
生
に
模
倣
さ

せ
る
文
体
の
模
範
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。ヒ

文
章
を
書
く
技
術
、
つ
ま
り
文
学
趣
味

の
育
成
が
教
育

の
目
的
と
な
り
、古
典
学

習
は
そ
の
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、教
育
が
文
章
法

の
育
成
以
外
に
な
ん
ら
の
目
的
も
持
た
な
け
れ
ば
、
教
育
は
そ
こ
で
停
止
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
る
。

こ
れ
が
、
大
学
所
属
学
寮
お
よ
び
イ

エ
ス
会
教
団
寄
宿
学
'校
に

お
い
て
、
、
修
辞
学
級
が
完
成
学
級
と
な

っ
た
理
由
で
あ
る
。
修
辞
学
に
熟
達
し
た

七
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人

文

・
學

論

集

第1表 イエス会教団寄宿学校の教育課程

陣 当繭(分)教 科(午 前)学年1学 級1

45

30

45

30

(1)ラテン頡著書 ・ラテン語文法 ・ギ リシア

語文法 ・ラテン語文法お よびギ リシア語

文法解釈

(2)宿題訂正

(3)ラテン語解 釈(前 時の復習 と本時の取 り

扱L>)

(4)国語

第61

同 上同 上2i第5i

同 上同 上31剃
45

30

45

30

(1)文法お よび ラテン語著書の暗誦 ・文法解

釈 ・文体論

(2)宿題訂正

(3)ラテン語解 釈(前 時 の復習 と本時の取 り
扱い)

(4)国 語

第34

所定の教科課程なし5陣21

60

60

(1)記憶 の練習 ・ラテ ン語解釈

(復習 と本時 の取 り扱L>)

(2)雄弁家 の著書 の続書(復 習 と本時 の取 り

扱 い ・演説教本 の書取 り ・討論 など)

修辞学6

 

学
生
は
、

い
わ
ば
修
辞
学
以
上
に
学
習
す
べ
き
対
象
が
な
い
の
で
、
か
れ
の
知
育

は
そ
こ
で
終
了
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
イ
エ
ス
会
教
団
寄
宿
学
校
は
大
学

の
法

.
医

.
神
学

部

へ
の
進
学
希
望
者
に
対
し
て
、
文
学
バ
カ
ロ
レ
ア
学
位
以
外
に
は
、
ほ
ヒ
ん
ど

な
ん
ら
の
準
備
も
行
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

八

 

イ

エ
ス
会
教
団
は
管
轄
下
の
寄
宿
学
校
を
大
学
の
内
部
組
織
に
加
入
さ
せ
る
こ

と
と
、
文
学
バ
カ
ロ
レ
ア
学
位
授
与
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に
鋭
意
努
力
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
企
図
は
ボ
ー
と
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
二
都
市
に
あ
る
寄
宿
学
校
を

除
く
と
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

一
六
四
二
年
に
イ

エ
ス
会
教
団
は
ク
レ
ル
モ
ン
寄
宿
学
校

(後
の
リ
セ
・
ル
イ
大

王
校
)

の
た
め
に
、

文
学
バ
カ
ロ
レ
ア
学
位
授
与
権
を
要
求
し
た
。

こ
の
ク
レ

ル
モ
ン
寄
宿
学
校
は

一
五
六
三
年
に
創
立
さ
れ
、

一
五
九
四
年
に
い
っ
た
ん
閉
鎖

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
訴
訟

の
結
果
、
文
学

の
教
育
権
を
獲
得
し
、

一
六

一
八

年
に
復
興
さ
れ
て
、
当
時
五
〇
〇
人
以
上
の
寄
宿
生
を
収
容
し
て
い

た

の
で

あ

る
。
当
代
に
お
け
る
イ

エ
ス
会
教
団
は
、
パ
リ
高
等
法
院
管
内
だ
け
で
も
約
四
〇

校

の
寄
宿
学
校
を
設
置
し
経
営
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
ク
レ
ル
モ
ン
寄
宿
学
校

は
通
学
生
を
対
象
と
し
て
無
償
制
を
実
施
し
て
い
た
の
で
、
パ
リ
大
学
所
属
学
寮

の
恐
る
べ
き
競
争
相
手
ど
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
パ
リ
大
学
は
所
属
学
寮
の
自
衛
対
策
ヒ
し
て
、
文
学
バ
カ
ロ
レ
ア

学
位
を
は
じ
め
、
そ
の
他

の
学
位

の
請
求
者
に
対
し
て
、
出
身
校
証
明
書
を
提
出

す
る
よ
う
に
要
求
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
四
二
年

に
、
パ
リ
大
学
総
長

は
ク
レ
ル
モ
ン
寄
宿
学
校
出
身
学
生
四
人
に
対
し
て
、
バ
カ
ロ
レ
ア
学
位
取
得
試

験
の
受
験
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
生
は
行
政
司
法
顧
問
会
議
に
対

し
て
学
位
取
得
試
験
の
受
験
許
可
を
請
願
し
、
イ
エ
ス
会
教
団
も
こ
の
訴
訟
を
全

面
的
に
応
援
し
た
の
で
あ
る
。

イ

エ
ス
会
教
団
は
、
e
ク
レ
ル
モ
ン
寄
宿
学
校
を
パ
リ
大
学
所
属
教
育
施
設
と

し
て
認
可
す
る
こ
と
、
ロ
ク
レ
ル
モ
ン
寄
宿
学
校
の
校
長
と
教
師
に
対
し
て
、
パ

リ
大
学
直
轄
の
他
の
学
寮
の
教
師
と
同
等
の
権
利
ど
特
典
を
与
え
る
こ
と
、
㊨
ク



レ
ル
モ
ン
寄
宿
学
校

の
学
生
に
バ
カ

ロ
レ
ア
学
位
取
得
試
験
を
受
験
さ
せ
、
他

の

大
学
所
属
学
寮
出
身
学
生
と
差
別
待

遇
を
し
な
い
で
、
同
等

の
特
典
を
与
え
る
こ

ど
を
請
願
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
請
願
書
は

一
七
七
八
年

の
場
合
と
同
じ
く
却
下

の
憂
目
を
見
た
の
で
あ
る
。

ど
こ
ろ
で
、
イ
エ
ス
会
教
団
が
自

己
の
弱
点
と
考
え
て
い
た
バ
カ

ロ
レ
ア
学
位

授
与
権
問
題
は
、
事
実
上
イ
エ
ス
会
教
団
教
育

の
真
価
を
世
間
に
対
し
て
認
あ
さ

せ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
代
に
お
け
る
イ

エ
ス
会
教
団
寄
宿
学
校

が
交
付
し
た
学
業
終
了
証
書
の
価
値

は
、
他
の
い
か
な
る
大
学
所
属
学
寮
が
授
与

す
る
バ
カ
ロ
レ
ア
学
位
の
価
値
よ
り
も
勝

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ

エ
ス
会
教
団
寄
宿
学
校
の
学
業
修
了
証
書
に
対
す
る
絶
大
な
る
世
間

一
般
か

ら
の
信
用
の
基
盤
は
、
各
学
年
進
級
試
験
制
度
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
会

教
団
寄
宿
学
校
で
は
、
学
生
は
た
ん

に
卒
業
試
験
だ
け
で
な
く
、
各
学
年
(学
級
)

修
了
試
験
も
受
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

・こ
の
進
級
試
験
は
き
わ
め
て
厳
格

で
あ

っ
て
、
落
第
者
は
原
級
留
置
と
な
り
ハ

修
学

の
見
込
み
な
き
者
は
中
途
退
学
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
学
業
不
良
な
ど
の
理
由
で
、
他

の
寄
宿
学
校

へ
転
校
す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、

学
業
履
修
継
続
証
明
書
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

、
学
年
末
定
期
試
験
は
、
毎
年
八
月

二
十
三
日
に
開
始
さ
れ
、
聖
母
マ
リ
ア
誕
生

祭

(九
月
八
日
)

前
日
に
終
了
し
た
。
当
日
は
、
校
長
は
聖
記
録
大
講
堂
で
講
話

を̀
行
い
、
学
年

(学
級
)

ご
と
に
成
績
順
に
生
徒
全
員
の
氏
名
を
公
表
し
た
。
成

績
は
、
秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
五
段
階
絶
対
評
点
で
評
価
さ
れ
た
。

・試
験
め
成
績
評
価
に
は
、
監年
令
条
件
も
、
保
護
者
父
兄
の
圧
力
毛
、
ま

っ
た
く

無
関
係
で
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
、
中

等
教
育
修
了
認
定
試
験
に
相
等
す
る
修
辞
学

カ
ロ
レ
ア
試
験
制
度
の
特
質

級
修
了
試
験
は
、
学
生
と
両
親
に
よ

っ
て
も

っ
と
も
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
ひ
こ

の
修
辞
学
級
修
了
証
書
の
価
値
は
絶
大
で
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
に
修
辞
学
級
修
了

証
書
の
交
付
を
拒
否
さ
れ
た
、
あ
る
学
生
は
、
校
長
に
対
し
て
剣
を
握

っ
て
修
辞

学
級
修
了
証
書
の
交
付
を
強
要
し
た
と
さ
え
、

い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

革
命
期
に
お
け
る
中
等
教
育
修
了
認
定
試
験
制
度

革
命
期

の
諸
議
会
に
提
出
さ
れ
た
タ
レ
ー
ラ
ン
や
コ
ン
ド
ル
セ
な
ど

の
国
民
教

育
案
は
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
不
思
議
な
こ
と
に
は
、
公
職

へ
の
就
職
な
ら
び
に

高
等
教
育

へ
の
入
学
に
必
要
ど
さ
れ
る
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
た
め
の
試
験
制

度
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

当
代
に
お
け
る
教
育
改
革
家
は
、
い
ず
れ
も
中
等
教
育
の
目
的
な
ら
び
に
教
育

課
程
に
対
し
て
、
多
大
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
中
等
教
育
修
了
認
定
試
験
制

度
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま

っ
た
く
取
り
上
げ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

革
命
期
ま
で
の
中
等
学
校
は
、
ま

っ
た
く
貴
族
階
級
子
弟

の
教
育
施
設
で
あ

っ

て
、
国
家

の
給
費
に
よ
る
援
助
が
途
絶
え
て
か
ら
は
、
自
費

で
賄
う
こ
と
の
で
き

な
い
貧
困
家
庭

の
子
弟
に
と

っ
て
は
、
中
等
学
校
は
近
寄
り
難

い
所
に
な

っ
て
し

ま
?
て
い
た
の
で
あ
る
。

、
、

革
命
期

の
教
育
行
政
家
ラ
カ
ナ
ル
の
教
育
観
に
よ
れ
ば
、
e
祖
国

の
栄
光
と
人

問
精
神

の
進
歩

の
た
め
に
、
青
年
市
民
は
適
材
適
所
で
、
そ
の
才
能

の
飛
躍
が
図

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
口
財
産

の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
は
そ
れ
ぞ
れ

の
才
能
を
十
分
に
伸
ば
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
と
に
、
ラ
カ
ナ
ル
は
、

一
七
九
五
年
二
月
二
五
日
の
法

九



人

文

・
學

論

集

令
に
カ
い
そ

、.
こ
れ
ま
で
の
中
等
教
育
施
設
-で
あ
る
大
学
所
属
学
寮
に
代
る
も
の

と
し
て
、
中
央
学
校
の
新
設
を
提
案

し
た
の
で
あ
る
。
'ラ
カ
ナ
ル
に

よ

れ

ば
、
.

「
こ
の
学
校
を
わ
れ
わ
れ
が
中
央
学
校
ど
名
づ
け
る
の
は
、
そ
れ
が
各
県

の
小
学

校
の
中
心
に
建
設
さ
れ
、
す
べ
て
の
被
教
育
者
が
入
学
し
や
す
い
よ
う
に
設
置
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

(1:5,159)

す
な
わ
ち
、

申
央
学
校
は
各
県

の
中
央
に

設

置
さ
れ
て
、
ψ

ず
れ
の
小
学
校
か
ら
毛
進
学
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
、・
中
等
教
育

施
設
に
対
す
る
通
学
距
離
に
よ
っ
て
生
ず
る
不
公
平
を
、
で
き
る
だ
け
減
ら
そ
う

と
し
た
の
で
あ

る
。

・
中
央
学
校
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
ト
ラ
シ
は
、

「旧
中
等
学
校
で
は
哲
学
と

文
学
し
が
教
授
婁
れ
な
か
っ
た
が
、-
新
設
の
中
央
学
校
の
教
育
課
程
は
、
e
言
語

説
文
学
部
門
、
◎
物
理
学

・
数
学
部
門
、
⇔
道
徳
学

・
政
治
学
部
門

の
三
部
門
か

ら
構
成
さ
れ
、
各
部
門
ば
精
神
陶
冶

に
緊
密
な
関
係
を
も
た
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
」

.(8,Y5)
?
1述

べ
て

い
る
。

中
央
学
校

の
教
育
課
程
は
、
第
2
表
に
示
す
よ
う
に
各
部
門
が
ニ
カ
年
ご
と
に

区
切

っ
て
教
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
内
容
に
関
す
る
ラ
カ
ナ
ル

の
教
育
観

の
要
旨
は
、

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
e
芸
術
国

フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
か
ら

み
て
も
、
芸
術
教
育
の
価
値
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
芸
術
が
国
民
を

堕
落
さ
せ
た
と
い
う
の
は
俗
説
に
す
ぎ
な
い
⑩
口
産
業
の
進
歩
と
発
達
に
応
じ
た

実
業
教
育
が
必
要
で
酸
る
。
日
数
学
は
必
須
不
可
欠
の
教
科
で
あ
る
。
数
学
な
く

し
て
は
天
文
も
航
海
も
そ
の
指
針
を
失
い
、
建
築
も
造
船
も
そ
の
法
則
を
失
い
、

造
兵
も
築
城
も
そ
の
基
底
を
失

っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
㈲
図
画
は
、
今
日
ま
で

画
家
だ
け
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
眼
で
も

っ
て
自
然
の
特
徴
を

明
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
習
慣
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
教
科
で

あ

る
。
・図

画

一
〇

第2表 中央学校教育課程
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212第1期

(1)数 学

(2)実 験物理学

(3)実 験化学

 

214第2期

法
学
学

学

瞰
史
律

芸

一
歴
法

文

ω

ω
㈲
④

216第3期

 

は
へ
ま
さ
に
音
楽
が
耳
に
対
す
る
幾
何
学
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
眼
に
対
す

る
幾
何
学
な
の
で
あ
る
。

rJ
S
L̂6う
な
趣
旨
に
も
と
つ

い
で
、
ラ
カ
ナ
ル
ぼ
、
こ
れ
ら
の
教
科
目
が
中
央

学
校

の
主
要
な
教
育
内
容
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

ラ
カ
ナ
座
の
教
育
法
令
は
、
・他

の
二
つ
の
補
足
的
法
令
に
よ
っ
て

整

備

さ

れ

た
。

一、
つ
は

一
七
九
五
年

二
月

一
日
の
パ
リ
に
中
央
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
を
定

め
た
法
令
で
み
り
、
他
ば
同
年
四
月
七
日
の
各
県

に
中
央
学
校
を
設
置
す
る
こ
ど

を
定
め
た
法
令
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
法
令
に
よ
っ
て
、
・パ
レ
に
五
校
、
、地
方
の



各
県
に
九
六
校
の
中
央
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ラ
カ
ナ
ル
の
周
到
な
配
慮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
e
中
央
学
校
の
維
持

と
経
営
に
必
要
な
経
済
的
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
口
適
当
な
申

央
学
校
教
員

の
確
保
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
中
央
学
校
は
所

期
め
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
〇
二
年
五
月

一
日
の
法
律
は
、

中
等
教
育
機
関

を
、

e

国
立
中
等
学
校

と
、
⇔
公
私
立
中
等
学
校
に
区
分
し
た
。
リ
セ
は
、
国
立
の
政
府
直
轄
中
等
学
校

で
あ
り
、
控
訴
院
の
設
置
数
と
同
数

だ
け
設
置
さ
れ
た
。
因
み
に
、
リ
セ
と
い
う

名
称
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
講
義
し
た
ア
テ
ネ
の
遊
歩
場
で
あ
る

リ

ュ
ケ
イ
オ
ン
の
名
称
を
、
革
命
期

の
教
育
改
革
家
で
あ
る
ミ
ラ
ボ
や

コ
ン
ド
ル

セ
が
、
、そ
の
教
育
改
革
案
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
語
風
に
リ
セ
と
変
化
さ
せ
て
借
用
し

て
い
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
公
立
中
等
学
校
は
、
後

に
公
立
中
等
学
校
と
改
称
さ
れ
、
私
立
中
等
学
校

は
民
問

の
有
志
個
人
に
よ

っ
て
設
置

・
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ず

れ

に

せ

ま
、
ラ
テ
ン
語
、
国
語
、
地
理
、
歴
史
、
数
学

の
各
教
科
を
教
授
す
る
学
校
は
、

す

べ
て

「中
等
学
校
」

(㊤"一。。)

と
し
て
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の

一
八
〇
二
年
の
法
律
に
お
い
て
も
、
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
と
類

似
の
中
等
教
育
修
了
認
定
試
験
制
度

に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
の
規
定
も
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
中
等
教
育
修
了
期
限
を
満
十
八
歳
と
規
定
し
て

い
る
。
国
家
は
、
六
千
四
百
人

の
リ

セ
生
徒
数

の
五
分

の

一
に
相
等
す
る
給
費
生

採
用
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
専
門
大
学
校
給
費
と
公
職
就
職
を
保
証
し
た
の
で

あ
る
。

フ
ル
ク

ロ
ワ
は
、

一
八
〇
二
年
四
月

二
〇
日
の
立
法
議
会
に
お
い
て
、
こ
の
給

瓜
ロ
ピ
ア
試
験
制
度
の
特
質

費
生
採
用
試
験
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
生
徒
は
、

リ
セ
で
六
力
年
間
履
修
し
、
そ
の
後
に
生
徒
数
の
十
分
の
こ
に
相
等
す
る
者
が
専

門
大
学
校

へ
配
属
さ
れ
、
国
費
で
教
育
を
受
け
、
生
計
を
維
持
す
る
。
生
徒
に
は

法
学
、
医
学
、
数
学
、
物
理
学
、
兵
学
、
工
学
、
外
交
、
行
政
、
天
文
学
、
商
業

絵
画
、
建
築
な
ど
の
す
べ
て
の
門
戸
が
開
放
さ
れ
る
。
専
門
大
学
校
入
学
試
験
の

不
合
格
者
で
あ

っ
て
も
、
公
共
事
業

の
諸
学
校
を
受
験
で
き
る
し
、
土
木
技
術
、

砲
兵
、
海
軍
、
土
木
局
、
鉱
山
、
地
理
学
方
面

の
公
職
に
就
職
で
き
る
こ
ど
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
」

(◎。噂鐔
)

要
す
る
に
、
革
命
期

の
公
教
育
制
度
制
定

の
目
的
は
馬
国
家
に
有
用
な
人
材

の

育
成
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
科
学
的
教
養
は
、
そ
れ
が
職
業
的

教
養
の
条
件
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
し
か
必
要
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
国
民
議
会
は
、
高
等
教
育
は
職
能
お
よ
び
職
業
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

か
く
し
て
、
国
民
議
会
は
、
e
人
間

の
知
識
の
各
部
門
を

一
つ
の
強
固
な
結
束

の
う
ち
に
接
近
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
で
、
か
え

っ
て
高
等
教
育
機
関
を
専
門
化

し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
ご
と
、
口
各
種

の
専
門
大
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の

で
あ
り
、
互
い
に
独
立
し
た
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
日

一
つ
の
科
学

的
準
備
を
必
要
と
す
る
職
業

の
存
在
す
る
だ
け
、
そ
れ
に
応
ず
る
専
門
大
学
校
が

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
議
決
し
た
の
で
あ
る
。

`

統
領
政
府
下
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
大
学
校
、
た
と
え
ば
高
等
師
範

学
校
、
工
科
大
学
校
、
軍
医
学
校
、
東
洋
現
代
語
学
校
-へ
の
入
学
許
可
ま
た
は
国

家
行
政
機
関
各
界

へ
の
就
職
保
証
が
、
自
動
的
に
中
等
教
育
修
了
認
定
と
み
な
さ

れ
た
ど
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一

憎



人

・文

學

論

集

つ
ま
り
中
等
教
育
機
闘
と
み
な
さ
れ
る
国
立
中
等
学
校
で
す
ら
、
大
学
各
学
部

に
対
し
て
学
生
を
供
給
す
る
と
い
う
目
的
な
り
役
割
を
持

っ
て
は
い
な
か
っ
た
の

羅
あ
る
。
国
立
中
等
学
校
は
、
そ
れ
自
体
、
官
公
吏
や
職
業
軍
人
を
養
成
す
る
専

門
学
校
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
完
成
教
育
機
関
で
あ
b
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
当
代
に
お
け
る
中
等
教
育

と
高
等
教
育
が
事
実
上
ま
だ
未
分
化
状
態
に

あ
り
、
公
教
育
制
度

の
組
織
化
原
理
が
職
業
的
専
門
化
原
理
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
立
中
等
学
校
修
了
証
書
は
自
動
的
に
高
等

教
育
入
学
許
可
証
書
ま
た
は
大
学
入
学
資
格
学
位
に
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
一
九
七
四
.
七
.
二
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、

⑱

田
辺
寿
利
訳
、
教
育
と
社
会
学
、
日
光
書

院
、
昭
和
二
二
年

ω

渡
辺
誠
訳
ハ
革
命
議
会

客
お
け

る
教
湾
計
画
、
岩

波
文
庫
、
岩
波
書
店
、

昭
和

二
四
年

㈲

渡
辺

誠
ハ

コ
ン
ド
ル
セ
、
岩
波
新
書
、
岩
波
書

店
、
昭
和

二
四
年

㈲

.渡
辺
誠
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期

の
教
育
、
福
村
書
店
、

一
九
五
三
年

.

⑳

野
田
良
之
、
教
育

の
理
想
ー

コ
ン
ド
ル
セ
の
民
主
主
義
教
育
論
ー

、
弘
文
堂
、

昭
和

二
五
年

閲
∵

-

⑳

皇

至
道
、
申
世

大
学

の
本
費

(広
島
文
理
科
大
学
教
育
学
研
究
室

・
教
育
科
学

3
)

岩
波
書
店
、
.昭
和

一
〇
年

⑲

皇

至
道
、
大
学
制
度

の
研
究
、
柳

原
書
店
、
昭
和
三
〇
年

⑫①

皇

」至
道
、
大
学

の
歴
史

と
改
革
、
講
談
社
現
代
新
書
内、.講
談
社
、
昭
和
四
五
年

㈱

横
尾
壮
英
訳
、
大
学

の
起
源

上
、
東
洋
館
、
昭
和
四

一
年
・

」

鋤

小
関
藤

一
郎
訳
、

フ
ラ
ン
ス
教
育
思
想
史
上

・
下
、
普

遍
社
、

一
九
六
六
年

㈱

松
島

釣
、

フ
ラ
ン
ス
革
命

期
に
お
け

る
公
教
育
制
度

の
成
立
過
程
、

亜
紀
書
房

、

,
一
九
六
八
年

圃

坂
田
太
郎

・
山
田
九
朗
監
訳

、

フ
ラ
ン
ス
革
命

の
知
的

起
源
下
、
頸
草
書
房

、

一
九

七

一
年

㈱

池
端
次
郎
訳
、

フ
ラ
シ

▼ス
教
育
史
馬
文

庫
ク

セ
ジ

ュ
、
白
水
社
、

一
九
六
九
年

【備
考
】

文
申

の

(

)
内

の
数
字

は
文
献
番
号
と
、
文
献

の
引
用
頁
数

を
示
す
。

【
付
記
】

本
稿

の
要
旨

は
昭

和
四
十
九
年
九
月
二
日
に
広
島
大
学

に
お
け
る
日
本
教
育
学

会

第
三
十
三
回
大
会
外
国
教
育
史
部
会

の
席
上
で
口
頭
発
表
し
た
。


